
令和４年度⼊学試験問題（後期⽇程） 

化 学 
出題意図及び正答例 

問題 １ 

出題意図  
物質の溶解や溶液に関する基礎的知識をはじめとして，温度による溶解度の違いを利用

して物質を精製する再結晶等に関する理解度を問うた。また，溶解熱や中和熱を題材にした

計算問題により反応熱に関する理解度を問うた。 

 
正答例 

(1) 

ア 
溶解 

イ 
溶質 

ウ 
溶媒 

エ 
電離 

オ 
⽔和 

カ 
⽔素 

キ  無極性溶媒 
（有機溶媒） 

 

(2)  略 

(3) 
(a) 

計算過程： 略     
答：   144 kJ （−144 kJ も可） 

(b) 3.38×103 g (c) 
物質名 

硝酸カリウム 
2.75×103 g 

操作名 
   再結晶 

(4) 
 

(a) 
計算過程：略             答：   17.6 kJ    

（18 kJ も正解とする） 
(b) 中和熱 

(c) 
ヘスの法則（総熱量
保存の法則，総熱量
不変の法則も可） 

(d) NaOH（固）＋HCl aq ＝ NaCl aq + H2O（液）+ Q〔kJ〕 
等 

(e) 
計算過程：略 

 答：  102 kJ （101 kJ も可） 
※作図問題の正答例は開示していません。 

※計算問題については，計算過程が妥当であり，正しく計算されていれば，計算で生じる誤

差に配慮する。  



問題 ２ 

出題意図  
無機物質の分野からマンガンを題材に取り上げ，酸化数の異なる種々のマンガン化合物に
ついて総合的に問うた。化学反応の速さと平衡の分野からは，酸化マンガンを触媒とした過
酸化⽔素の分解反応について，また物質の変化の分野からは，マンガン乾電池および過マン
ガン酸カリウムによる酸化反応について問うた。 
正答例 

※記述問題の正答例は開示していません。 

  

(1) (a)  +2               (b)    +7 

(2) 正極活物質：（ア）    負極活物質：（ウ） 電解質：（エ） 

(3) 

(a)  2H2O2 → 2H2O + O2 

(b)  1.7×10－3 mol/(L・s) 

(c)  計算過程：略 答： k = 2.3×10－2 /s 

(4) 略 

(5) 

(a)  2MnO4
－ + 6H+ + 5H2C2O4 → 2Mn2+ + 10CO2 + 8H2O 

(b)  3.0×10－5  mol 

(c)  計算過程：略 答  4.0×10－6  mol 

(d)  2.6×10－5  mol 



問題 ３ 

出題意図  
アミノ基をもつ炭化水素であるアミンとアニリンを中心に，有機化合物の構造と合成法

に関する基本的な知識を正しく習得できているかを問うた。また，有機化合物の性質を構造

式や化学反応式を用いて説明する力を試した。 

 
正答例 

※記述問題の正答例は開示していません。 

 
  

(1) 

ア ウェーラー イ 尿素 ウ アミノ 

エ アミノ酸（-アミノ酸

も可） 

オ フェニル カ 混酸（濃硝酸と濃硫酸

の混合物も可） 

(2) 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

 

E 

 

F 

 

G 

 

H 

 

(3) 
(a) 不斉炭素原子（不斉炭素も可） 

(b) 鏡像異性体（光学異性体，エナンチオマーも可） 

(4) 
pH 1.0 

 

pH 6.0 

 

pH 11.0 

 

(5) 略 

(6) 

(a)  

(b)  

(7) 
(a) 

名称 アセチルサリチル酸 

 

構造式 

 

(b) 略 



問題 ４ 

出題意図  
生命体を構成する高分子化合物の構造と化学反応に関する知識，理解度と計算力を問う

た。具体的には，DNA 上の遺伝情報に基づいて RNA やタンパク質が合成される過程やこ

れらの化合物の構成単位，タンパク質/酵素の特性，多糖の呈色反応と加水分解，多糖から

半合成高分子化合物への変換に関する知識，理解度，化学量論的に計算する力を試した。 

 

正答例 
設問(1)のウとエの解答は逆でも可 

(1) 

ア 転写 イ 伝令 RNA 

（mRNA） 
ウ リボソーム RNA 

（rRNA） 

エ 転移 RNA 

（運搬 RNA，tRNA） 

オ 翻訳 カ ヌクレオチド キ アミノ酸 
（α−アミノ酸） 

 

(2) 略 

(3) 現象名：変性 （失活） 変化： 略 

(4) 基質特異性： 略 特定の部位の名称： 活性部位 （活性中⼼） 

(5) 
呈⾊反応名：ヨウ素デンプン反応 

試薬名：ヨウ素ヨウ化カリウム⽔溶液 

（ヨウ素溶液)  
⾊の変化：無⾊から⻘⾊〜⾚紫⾊に変化する  

（「褐⾊から⻘⾊〜⾚紫⾊に変化する」でも可） 

(6) 
反応式： (C6H10O5)n + nH2O → nC6H12O6  

計算過程： 略 
                                                              答  72.0 g  

(7) 
反応式：[C6H7O2(OH)3]m ＋ 3m(CH3CO)2O → [C6H7O2(OCOCH3)3]m ＋ 3mCH3COOH 

計算過程：  略 
                                                              答     32.4  g  

※記述問題の正答例は開示していません。 




















